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組織化で公正な未来を～第４回インダストリオール・グローバルユニオン世界大会特 集
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日本の参加者からは、初めての国際会議に参加したことによる心の変化が語られた。「これまで
報告書などで読んでいた内容と、実際に現場で目にした議論や発言には大きな違いがあった。会
場で交わされた言葉から、各国の状況や、その中での日本の立ち位置について、よりリアルに実
感できた」との声があがった。
また、イスラエル・パレスチナ問題をめぐる意見表明の場面については、「少し怖さも感じたが、
自分が国際問題をどこか“他人事”として見ていたことにも気づかされた。これからは労働者の
視点で、国際情勢にもきちんと向き合っていきたい」と、率直な想いが共有された。

韓国：組合活動が理由で逮捕される
現状が今も続く。国際社会の注視と
連帯が、政府の不当な弾圧に対する
抑止力になると信じている。

フィリピン：青年の参画は、組
織の未来を左右する重要課題で
ある。目標設定だけでなく、地
域単位で活動の場を増やすこと
がカギになる。

タイ：組合活動への弾圧が激
しく、女性リーダーが妊娠中
に拘束・流産する痛ましい事
例も発生している。ILO190
号の批准を通じて暴力なき職
場の実現をめざす。

オーストラリア：女性のリーダーが少な
い理由は、能力ではなく機会の欠如にあ
る。支援体制と文化の変革が、女性の可
能性を引き出す鍵となる。

ニュージーランド：先住民族の声を政策
に反映させる取り組みが進むが、現行制
度ではまだ不十分。未来世代のために公
正な政策転換が必要。

インドネシア：製造現場の自動
化による急速な雇用喪失が進行
している。組合の役割は、こうし
た技術変革の中で「誰一人取り
残さない」仕組みづくりにある。

参加者の声：国際的な視点の獲得

アジア太平洋

南アフリカ：AIが地域社会の雇用
基盤を揺るがしている。企業には説
明責任と社会的配慮が求められる。

ナイジェリア：公正な移行には、
失業対策とスキル転換支援がセ
ットでなければ意味がない。

ケニア：ダイバーシティ推進
だけでなく、全ての労働者が
尊厳を持って働ける職場環境
の構築が急務。

ボスニア・ヘルツェ
ゴビナ：ジェンダー
平等は言葉だけでな
く、行動と制度に落
とし込むことが不可
欠。各国組合の本気
度が試されている。

ヨーロッパ

パレスチナ：空爆などでインフ
ラが破壊され、大半の人が住居
も職も失った。組合の力で人間
らしい生活を取り戻したい。

ミャンマー：母国では軍事政
権の弾圧が続き、多くの労働
者が国外避難を余儀なくされ
ている。民主主義と労働者の
尊厳を取り戻すまで、連帯の
力を信じて闘い抜きたい。

イスラエル：組合
は平和を求め、政
府とは異なる立場
で、パレスチナと
の関係修復に努力
している。労働者
同士の繋がりが平
和を生む。

アフリカ・中東

ブラジル：貧困と不平等の
根源には政治がある。組合は
単なる労働代表ではなく、社
会正義の担い手であるべき。

スウェーデン：組合離れが進む中では、若年層や
ホワイトカラー層の組織化が不可欠。SNSの導入
やデータ分析が鍵を握っている。

ドイツ：極右の台頭が連帯を脅かし
ている。国際労働運動こそが、多様
性と民主主義を守る最前線になる。

南北アメリカ

ウルグアイ：国際資本によ
る搾取の構造を断ち切るた
めに、グローバル・サウス間
の連帯が求められている。

チュニジア：女性
労働者保護のため
の心理的・社会的
サポート施設の設
立は、女性労働者の
安全とエンパワー
メントに直結する。

ウクライナ：ロシアによる空爆の下でも工場で働く
労働者がいる。その姿勢は「平和と労働は不可分」
であることを世界に訴えている。

インド①：女性の社会的保障が整備され
ず、多くの女性が危険な状況で働いてい
る。ホームワーカーやインフォーマル労
働者への支援が急務。

インド②：女性参画の数値目標達成は希
望の象徴。これを一過性のものにせず、
組合の制度と文化の中に定着させていく
必要がある。

スペイン：組合の国際キャンペー
ンに十分な資金と人材が割かれて
いない。グローバルな影響力を持
続させるための強化が急務。

イタリア：関税政策や環境対策の
変化が国内産業を直撃している。
組合は国境を越えたルールづくりに
積極的に関与すべきだ。

メキシコ：労働法改正により
組織化の扉は開かれたが、現場
では圧力と恐怖が続いている。
国際社会の更なる支援が必要。

アメリカ①：富の偏在が深刻化し、組織
化された労働者ほど賃上げが後回しにさ
れる逆転現象が起きている。組合の構造
的な見直しが必要。

アメリカ②：自由貿易の名のもとに失業
と環境破壊が蔓延している。労働者主導
の経済モデルへ転換すべき。

フランス：AI やテレワークの進展
で、労働と生活の境界が曖昧にな
っている。新時代の働き方に対する
法整備と組合の機能強化が必要だ。

レバノン：紛争の影響で経済
と社会が混乱。平和なくして
労働も生活も成り立たない。


